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第４章  上位計画等における公共交通に関するまちづくりの方
向性 

本市のまちづくりを進めていく上で、公共交通はコンパクトシティの実現や、にぎわい創

出、交流人口の増加に欠かせない機能であることから、上位計画である「第六次鹿児島市総

合計画」の目指す都市像や「第二次かごしま都市マスタープラン」における都市計画の目指

す将来像、「かごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画）」のまちづくりの方

向性などを踏まえ、まちづくりと一体となった交通政策を推進します。 

 

第六次鹿児島市総合計画 

＜都市像＞ 

つながる人・まち 彩りあふれる 躍動都市・かごしま 

 

＜基本目標＞ 

質の高い暮らしを支える快適なまち【都市・交通 政策】 
コンパクトなまちの実現を目指すとともに、住宅団地の活性化や街なかの整備、良好な景

観づくりを進め、機能性の高い都市空間を形成します。 

生活道路や上下水道など、市民の暮らしを支える生活基盤について、既にあるインフラな

ども有効に活用しながら効果的な整備を進め、誰もが暮らしやすいまちをつくります。 

広域交通ネットワークの形成や、効率的で持続可能な公共交通体系の構築により、すべて

の人が使いやすい、快適・便利な交通環境を整えます。 
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鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・第２期総合戦略 

＜基本目標＞ 

ひと・まちを多彩に「つなぐ」 

 

＜基本的方向＞ 
都市のコンパクト化と交通ネットワークの形成や、ストックマネジメントの強化などによ

り、人口減少・少子高齢化を見据えた持続可能なまちづくりを進めるとともに、住民主体の

地域づくりの促進や市民との協働の推進などに取り組み、市民一人ひとりが力を発揮し、互

いに支え合う温もりのある地域社会を形成します。 

また、国内外の都市との多彩な連携・交流を推進するとともに、移住希望者の多様なニー

ズに対応した支援に取り組み、本市への移住を促進します。 
 

第二次かごしま都市マスタープラン 

＜基本理念１＞  

成熟した持続可能な都市づくり 
「都市経営」の観点から、都市の活力を生み出す取組を進めます。 

 

＜基本理念２＞ 

多様な主体による協働の都市づくり 
「地域共創」の観点から、地域の価値を向上させる取組を進めます。 

 

＜基本目標２＞ 

快適で移動しやすい都市  
【基本方針】 

１．市民活動を支える道路交通環境の形成 

２．利便性・効率性が高い公共交通環境の形成 

３．安全で快適な交通環境の形成 

４．車中心から人中心への交通環境の創出 
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かごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画） 

＜まちづくりの方向性＞ 

歩いて暮らせるまちづくり 
 

① 利便性の高いまちを維持するために中心市街地や副都心などに高次都市機能を集積す

るとともに、地域生活拠点や団地核、集落核を基本として、生活利便施設を集約し、一

定の人口密度を維持しながら歩いて暮らせる生活圏の形成を図る。 

② 人口の集約や行財政の効率的な運営のためにコンパクトかつ安全な市街地の形成に向

けた土地利用の促進を図る。 

③ 中心市街地や副都心の持つ都市機能を誰もが享受することが可能となるために、利便

性・効率性の高い持続可能な公共交通体系の構築を図り、拠点間がネットワーク化さ

れた市街地の形成を図る。 

 

鹿児島市集約型都市構造に向けた土地利用ガイドプラン 

＜副題＞ 

歩いて暮らせるまちづくりを目指して 
 

本市では、「中心市街地」、「副都心」、「地域生活拠点」、「団地核」、「集落核」の５

つの拠点を設定し、各拠点間を公共交通機関で結ぶとともに、「中心市街地」及び「副都心」

では大規模集客施設等の誘導、「地域生活拠点」、「団地核」及び「集落核」では生活利便施

設の集約を行うことにより、高齢者をはじめ多くの人が、徒歩・自転車、公共交通機関によ

り日常生活が可能となる集約型都市構造を目指します。 
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